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鉄
・
非
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
取
り
扱
い
か
ら
ノ
ッ

チ
タ
ン
ク
・
各
種
コ
ン
テ
ナ
の
製
造
販
売
を
は
じ

め
、
グ
ル
ー
プ
会
社
イ
ス
タ
ジ
ア
に
お
け
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
制
作
な
ど
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
関
連
す
る

分
野
で
幅
広
く
事
業
を
展
開
す
る
東
亜
金
属
が
き

ょ
う
、
設
立
20
周
年
を
迎
え
た
。
金
井
守
社
長
に

こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
今
後
の
抱
負
な
ど
を
聞
い

た
。

―
―
20
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
仕

入
れ
先
や
得
意
先
、
協
力

業
者
な
ど
皆
様
の
お
か
げ

で
き
ょ
う
と
い
う
日
を
迎

え
ら
れ
た
。
ま
た
、
20
周

年
を
祝
っ
て
い
た
だ
い
た

ス
ク
ラ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル

の
諸
先
輩
方
で
あ
る
ご
協

賛
企
業
に
も
重
ね
て
御
礼

を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
。
誠
実
で
勤
勉
な
従
業

員
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の

方
々
と
共
に
歩
み
、
成
長

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
20
年

だ
っ
た
と
思
う
」

―
―
設
立
当
初
か
ら
、

社
長
と
し
て
会
社
を
引
っ

張
っ
て
き
た
。

「
原
点
は
、
1
9
7
0

年
に
先
代
で
あ
る
父
が
京

都
で
創
業
し
た
個
人
商

店
。
99
年
に
神
戸
に
有
限

会
社
を
設
立
し
た
際
、
先

代
に
代
表
を
託
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
や
っ
て
き
た
。
設

立
か
ら
の
期
間
と
私
の
社

長
と
し
て
の
期
間
が
同
じ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
と

も
に
成
長
し
て
き
た
と
い

う
思
い
が
非
常
に
大
き

い
。
た
だ
、
個
人
商
店
の

時
代
か
ら
引
き
取
り
や
選

別
・
納
入
、
さ
ら
に
は
経

理
・
雑
務
な
ど
全
て
に
携

わ
っ
て
き
た
の
で
、
会
社

を
引
き
継
い
だ
と
い
う
よ

り
先
代
と
共
に
築
き
上
げ

て
き
た
と
い
う
認
識
が
強

い
。
設
立
時
は
経
理
・
財

務
を
勉
強
す
る
た
め
、
日

中
は
ト
ラ
ッ
ク
で
集
荷
・

納
入
に
回
る
傍
ら
、
夜
は

経
理
専
門
学
校
に
通
っ

た
。
引
き
取
り
が
遅
く
な

っ
た
時
、
授
業
に
遅
れ
な

い
か
気
が
気
で
仕
方
な
か

っ
た
こ
と
も
今
と
な
っ
て

は
懐
か
し
い
思
い
出
だ
。

努
力
の
甲
斐
も
あ
っ
て
簿

記
2
級
を
取
得
で
き
、
そ

こ
で
得
た
知
識
や
経
験
は

今
で
も
経
営
に
生
か
さ
れ

て
い
る
。振
り
返
る
と『
や

っ
て
み
た
い
』
と
思
っ
た

こ
と
を
、
先
代
が
反
対
せ

ず
に
何
で
も
挑
戦
さ
せ
て

く
れ
た
の
も
大
き
か
っ

た
。
過
去
20
年
間
は
、
平

成
不
況
と
呼
ば
れ
る
『
失

わ
れ
た
10
年
』
や
『
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
』
に
見

舞
わ
れ
た
が
、
こ
う
し
て

き
ょ
う
を
迎
え
ら
れ
た
の

も
創
意
工
夫
を
繰
り
返
し

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦

を
続
け
て
き
た
結
果
だ
と

感
じ
る
」

―
―
事
業
の
詳
細
を
。

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
扱
い

量
は
、
鉄
・
非
鉄
合
わ
せ

て
年
間
約
2
万
㌧
。
売
上

高
は
前
期
（
2
0
1
8
年

12
月
期
）
が
7
億
円
で
、

今
期
は
10
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
集
荷
先
は
、
ゼ

ネ
コ
ン
各
社
の
建
設
現
場

や
電
気
工
事
の
現
場
な
ど

で
の
引
き
取
り
が
メ
イ
ン

で
、
売
り
上
げ
の
8
割
近

く
を
占
め
る
。
解
体
工
事

で
は
な
く
、
新
設
工
事
か

ら
発
生
す
る
端
材
が
主
体

の
た
め
異
物
が
少
な
い
の

で
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
工
場

発
生
品
と
同
等
の
高
評
価

を
得
て
い
る
。
電
線
ス
ク

ラ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
、
引

き
取
り
後
に
自
社
で
剥
線

し
て
1
号
銅
線（
ピ
カ
線
）

に
仕
上
げ
て
い
る
」

―
―
ス
ク
ラ
ッ
プ
以
外

の
事
業
に
も
積
極
的
に
参

入
し
て
い
る
。

「
ノ
ッ
チ
タ
ン
ク
の
製

造
販
売
と
、
グ
ル
ー
プ
会

社
イ
ス
タ
ジ
ア
で
行
っ
て

い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

の
受
注
が
好
調
だ
。
ノ
ッ

チ
タ
ン
ク
は
、
建
設
現
場

に
は
必
ず
設
置
さ
れ
る
設

備
で
、
当
社
は
専
用
サ
イ

ト
『
ノ
ッ
チ
タ
ン
ク.co

m

』
を
展
開
し
、
8
種

類
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
製

造
販
売
す
る
と
も
に
、
中

古
品
の
売
買
も
行
っ
て
い

る
。
ネ
ッ
ト
か
ら
の
注
文

が
大
半
を
占
め
て
お
り
、

全
国
か
ら
引
き
合
い
が
あ

る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
セ
ン
タ

ー
（
神
戸
市
北
区
）
で
溶

接
・
組
み
立
て
・
出
荷
ま

で
一
貫
し
て
行
っ
て
お

り
、
売
り
上
げ
も
前
期
は

1
0
0
0
万
円
程
度
だ
っ

た
が
、
今
期
は
2
5
0
0

万
円
ま
で
伸
び
そ
う
だ
」

「
イ
ス
タ
ジ
ア
は
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
業
者
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
こ
れ
ま

で
1
0
0
件
以
上
、
開
設

し
て
き
た
。
私
が
ス
ク
ラ

ッ
プ
と
い
う

同
じ
業
界
に

身
を
置
い
て

い
る
と
い
う

こ
と
も
あ

り
、
種
類
や

品
目
、
関
連

設
備
か
ら
重

機
、
リ
サ
イ

ク
ル
フ
ロ
ー

ま
で
全
て
を

把
握
で
き
て

い
る
の
で
、

顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
合
せ
た

提
案
が
で
き

る
。
ス
ク
ラ

ッ
プ
業
界
に

精
通
し
て
い

る
強
み
か
ら

事
業
に
関
す

る
基
本
的
な

説
明
が
不
要

の
た
め
、
顧

客
の
負
担
を

大
幅
に
軽
減

で
き
、
完
成

ま
で
の
時
間

が
短
い
の
も
特
長
だ
。
制

作
後
も
、
内
容
更
新
や
閲

覧
数
の
上
昇
、
検
索
サ
イ

ト
で
上
位
に
表
示
さ
れ
る

よ
う
随
時
ア
ク
セ
ス
解
析

・
検
索
順
位
対
策
を
行
い
、

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
も
徹

底
し
て
い
る
」

―
―
こ
の
先
の
30
年
、

40
周
年
を
目
指
し
て
抱
負

を
。「

ま
ず
は
従
業
員
と
顧

客
を
守
っ
て
い
く
。
そ
し

て
、
皆
様
の
繁
栄
に
役
立

ち
、
共
存
共
栄
す
る
こ
と

を
使
命
と
す
る
。
基
本
方

針
は
『
現
状
維
持
へ
の
創

意
工
夫
』
と
『
人
間
力
の

向
上
』。現
状
維
持
と
い
う

言
葉
だ
け
を
見
る
と
消
極

的
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
こ
の
時
世

で
は
、
現
状
を
維
持
す
る

だ
け
で
も
困
難
。
前
期
並

み
の
業
績
を
確
実
に
維
持

す
る
た
め
に
創
意
工
夫
を

繰
り
返
し
、
チ
ャ
ン
ス
が

あ
れ
ば
恐
れ
ず
挑
戦
し
て

い
く
と
い
う
気
持
ち
を
こ

れ
か
ら
も
常
に
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。
関
西
は
、

2
0
2
5
年
の
大
阪
万
博

開
催
を
は
じ
め
、
阪
神
高

速
湾
岸
線
や
新
名
神
高
速

道
路
の
延
伸
な
ど
一
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
控
え
て
お

り
、
今
後
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
発
生
も
相
当
量
が
見
込

ま
れ
る
」

「
社
内
的
に
は
、
設
立

か
ら
20
年
が
経
っ
て
、
よ

う
や
く
営
業
や
配
車
、
集

荷
関
連
な
ど
の
仕
組
み
が

円
滑
に
機
能
し
安
定
し
て

き
た
。
今
の
会
社
規
模
だ

か
ら
こ
そ
会
社
全
体
に
目

が
届
き
、
社
員
の
士
気
や

雰
囲
気
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
即
決
断
・
即
実
行
で
き

る
利
点
が
あ
る
。
特
に
、

仕
事
に
対
す
る
考
え
を

『
言
葉
で
伝
え
る
』
と
い

う
こ
と
を
大
切
に
し
て
お

り
、
毎
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
や
朝
礼
、
夕
方
の
打
ち

合
わ
せ
な
ど
で
密
接
な
意

思
疎
通
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
き
め
細
か
い
営

業
や
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け

て
顧
客
満
足
度
の
維
持
・

向
上
に
注
力
し
て
い
き
た

い
」

（
石
橋

栄
作
）

東
亜
金
属
の
メ
イ
ン
ヤ
ー

ド「
ス
ク
ラ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」

（
神
戸
市
北
区
）
は
、
神
戸

の
市
街
地
と
北
部
エ
リ
ア
を

南
北
に
結
ぶ
主
要
道
路
4
2

8
号
線
を
北
上
し
、
東
に
右

折
し
て
約
1
㌔
㍍
の
所
に
あ

り
、
市
街
地
か
ら
車
で
20
分

と
は
思
え
な
い
緑
に
囲
ま

れ
、
周
辺
に
民
家
が
な
い
自

然
豊
か
な
場
所
に
ヤ
ー
ド
を

構
え
て
い
る
。

扱
い
品
種
は
、
鉄
・
非
鉄

・
雑
品
な
ど
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
は
、
厚
物
か
ら
薄
物
の
ギ

ロ
チ
ン
材
を
は
じ
め
多
岐
に

わ
た
る
。

非
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
、
被

覆
電
線
く
ず
を
は
じ
め
、
銅

系
は
1
号
銅
線
、
並
銅
、
込

み
銅
、
そ
の
他
に
は
黄
銅
や

青
銅
、
ア
ル
ミ
、
ス
テ
ン
レ

ス
な
ど
も
扱
う
。
雑
品
も
手

掛
け
て
お
り
、
工
業
系
か
ら

業
務
用
空
調
、
廃
モ
ー
タ
ー

な
ど
多
品
種
に
わ
た
る
。
手

解
体
や
分
別
な
ど
で
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
品
位
向
上
や
ゴ
ミ
の

減
量
化
を
行
っ
て
い
る
。

保
有
重
機
・
設
備
は
、
油

圧
シ
ョ
ベ
ル
（
0
・
45
―
1

・
2
立
方
㍍
）
4
台
、
25
㌧

ラ
フ
タ
―
ク
レ
ー
ン
1
台
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
3
台
、
ト

ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
を
完
備
す

る
。
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
は
、
ア

ー
ム
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
グ

ラ
ッ
プ
ル
・
マ
グ
ネ
ッ
ト
・

回
転
フ
ォ
ー
ク
×
2
を
取
り

そ
ろ
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
荷
姿

・
重
量
物
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
で

も
迅
速
か
つ
安
全
に
入
出
荷

で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い

る
。ヤ

ー
ド
の
傍
ら
で
は
、
入

荷
し
た
被
覆
電
線
を
剥
線
す

る
建
屋
が
あ
り
、
さ
ら
に
奥

ま
で
進
む
と
ノ
ッ
チ
タ
ン
ク

の
製
造
を
行
う
エ
リ
ア
あ

る
。
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
1
・

5
立
方
㍍
か
ら
3
立
方
㍍
、

6
立
方
㍍
、
10
立
方
㍍
ま
で

ノ
ッ
チ
タ
ン
ク
と
ウ
オ
ー
タ

ー
タ
ン
ク
で
計
8
種
類
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
す
る
。
定
尺
の

鋼
板
を
利
用
し
た
サ
イ
ズ
の

た
め
、
ロ
ス
な
く
安
く
販
売

で
き
る
強
み
が
あ
り
、
材
料

購
入
か
ら
切
断
、
溶
接
、
組

み
立
て
、
出
荷
ま
で
一
貫
し

て
手
掛
け
、
全
国
の
ユ
ー
ザ

ー
に
販
売
し
て
い
る
。

設
立
20
周
年
を
迎
え
る
の

に
先
立
ち
先
月
16
日
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
で
植
樹
祭

を
執
り
行
っ
た
。
金
井
社
長

は
じ
め
、
従
業
員
や
関
係
者

な
ど
で
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
植

え
、「
感
謝
の
樹
」
と

命
名
し
た
。

式
典
で
金
井
社
長

は
、「
新
た
な
時
代
の

幕
開
け
と
な
る
こ
の

年
に
当
社
も
こ
の
よ

う
な
節
目
を
迎
え
、

流
れ
ゆ
く
年
月
の
重

み
と
未
来
へ
の
責
務

を
改
め
て
感
じ
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い

だ
」
と
し
、「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の

花
言
葉
は『
永
続
性
』と『
返

礼
』。き
ょ
う
ま
で
育
て
て
下

さ
っ
た
皆
様
へ
の
感
謝
を
真

心
に
込
め
て
恩
返
し
し
、
皆

様
と
の
関
係
が
永
続
す
る
こ

と
を
願
い
に
込
め
て
植
樹
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

設
立
10
周
年
の
際
に
は
シ

ラ
カ
シ
（
白
樫
）
を
植
え
て

お
り
、
前
回
同
様
、
従
業
員

全
員
の
名
前
を
刻
ん
だ
記
念

プ
レ
ー
ト
を
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
に

添
え
た
。

■東亜金属の歩み■
1995年11月 神戸市中央区南本町にて個人商店「東亜金属」開業

1999年4月
神戸市中央区熊内町にて「有限会社東亜金属」設立
代表取締役に金井守就任
資本金300万円出資

2000年10月 神戸市北区山田町小部字惣六畑山にて「小部工場」開設

2003年11月
神戸市中央区神若通にて「東亜金属本社ビル」竣工および移転登記
「株式会社東亜金属」へ組織変更
資本金を1,000万円に増資
大阪市淀川区西中島にて「大阪支店」開設

2004年7月 「小部工場」にて「廃棄物再生事業者登録」を取得

2008年
12月

「小部工場スクラップセンター」を神戸市北区山田町小部字東山へ「東亜金属
スクラップセンター」として移転
大阪市中央区今橋にて「大阪支店」を移転登記

8月 東亜金属公式ホームページを開設

2009年4月 スクラップセンターに設立10周年記念樹として「感謝の樹」シラカシを植樹

2010年10月 ノッチタンク販売のホームページ「ノッチタンク.com」を開設
自社製品の全国販売をスタート

2012年1月 兵庫県にて一般建設業許可（般―23）とび・土工工事業を取得

2014年1月 資本金を3,000万円に増資

2016年8月 京都市中京区河原町通にて「京都支店」開設

2019年4月 スクラップセンターに設立20周年記念樹として「感謝の樹」ハナミズキを植樹

◆スクラップ関連
事業幅広く展開 東亜金属設立20周年◆

節目に「感謝の樹」

植樹祭での集合写真ノッチタンク・ＨＰ事業も好調

創
意
工
夫
繰
り
返
し
挑
戦

創
意
工
夫
繰
り
返
し
挑
戦

金井守社長

メインヤード「スクラップセンター」

迅
速
・
安
全
な
入
出
荷
体
制

スクラップセンターの全景


